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2 0．1  1 8  厚生労働省ホームページに掲載予定  

平成20年度診療報酬改定について、皆様からの御意見をお聞かせ  

いただきたいと思います。  

「平成20年度診療報酬改定に係る検討状況について（現時点の骨子）」に  

関するご意見の募集について  

平成20年1月18日  

中央社会保険医療協議会  

〔事務局：厚生労働省保険局医療課〕   

平成20年度診療報酬改定については、本日、厚生労働大臣から中央社会保険医  

療協議会（以下「中医協」という。）に対し、昨年末の予算編成過程で決定された改定  

率と、社会保障審議会医療保険部会・医療部会において策定された「平成20年度診  

療報酬改定の基本方針」及び社会保障審議会後期高齢者医療の在り方に関する特  

別部会において策定された「後期高齢者医療の診療報酬体系の骨子」に基づいて診  

療報酬点数の改定案を作成するよう、諮問が行われました。   

これを受けて、当協議会では、平成20年度診療報酬改定に関するこれまでの議論  

を踏まえ、「平成20年度診療報酬改定に係る検討状況について（現時点の骨子）」を  

取りまとめました。   

今後は、この「現時点の骨子」を基に具体的な議論を行っていくこととしております  

が、医療の現場や患者等国民の皆様の御意見を踏まえながら、幅広く議論を進める  

という観点から、今般、以下の要領により「平成20年度診療報酬に係る検討状況に  

ついて（現時点の骨子）」に対する御意見章募集することといたしました。  

いただいた御意見については、今後、中医協の場等で公表させていただく場合があ  

ります（個人が特定されるような情報は秘匿いたします。）。   

また、御意見に個別に回答することは予定しておりませんので、その旨御了承下さ  

い。  

※「平成20年度診療報酬改定に係る検討状況について（現時点の骨子）」の内容   

はこちら（1～○ページ（PDF：00KB）○～○ページ（PDF：00KB））  

（参考）  

「平成20年度診療報酬改定の基本方針」但旦E：OKB）  

「後期高齢者医療の診療報酬体系の骨子」（型：OKB）  

「平成20年度診療報知改定について（改定率）」（PDF＝OKB）   



ーーーーーーーーーーー 【意見提出用様式トーーーーーーーーーー（Word：OKB）（PDF：OKB）  

【御意見受付期間】   

平成20年1月18日（金）～1月25日（金）〔必着〕  

【提出先】   

○ 電子メールの場合  

■kaitei＠mhlw．goJpまでお寄せ下さい。  

・メールの題名は「平成20年度診療報酬改定に関する意見」として下さい。  

・ご意見につきましては、必ず上に示す様式に記入の上、ファイルを電子メール   

に添付して提出していただきますようお願いいたします。  

○ 郵送の場合  

送付先  

〒100－8916  

東京都千代田区霞が関1－2－2  

厚生労働省保険局医療課 平成20年度診療報酬改定に関する意見募集担当  

宛  

・郵送による場合も、ご意見につきましては必ず上に示す様式に記入の上、提出  

していただきますようお願いいたします。  

※電話によるご意見はお受けできかねますので、あらかじめご了承下さい。  
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意見提出用様式  

「平成20年度診療報酬改定に係る検討状況について（現時点の骨子）」  

へのご意見募集   

このたびは、「平成20年度診療報酬改定に係る検討状況について（現  

時点の骨子）」にご意見を提出いただき、ありがとうございます。以下の  

要領に沿ってご意見を提出いただきますよう、よろしくお願いします。  

1．ご自身の属性について（※ 必ずご記入ください。）  

①年齢：  （※ 下記より対応する番号をご記入ください。）  

3．40歳～64歳  1．20歳未満  2．20歳～39歳  

4．65歳～74歳   5．75歳以上   

②性別：  （※ 下記より対応する番号をご記入ください。）  

1．女性 2．男性  

③職業：  （※ 下記より対応する番号をご記入ください。）  

＜医療関係者以外＞  

1．会社員  
4．公務員 ′  

3．自営業  

6．社会福祉関係  

9．無職  

2．会社役員  

5．教員  
7．パート・アルバイト 8．学生  

＜医療関係者＞  
10．医療機関経営‖．医療機関職員く医療事務）12．医師（勤務）  

15．歯科医師（開業）  

1臥 保健師  

21．薬剤師（病院勤務）  

13．医師（開業）14．歯科医師（勤務）  
16．看護師  17．准看護師  

19．助産師  20．薬剤師（薬局勤務）  

22．その他医療関係職種  

3   



2．ご意見について   

（ト1）ご意見を提出される点   （※ 4～5頁の項噛  
なお、複数の項目についてご意見をいただける場合は、それぞれの項目に  
ついてシートを分けてご記入ください。）  

（1－2）上記項目に対するご意見  
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（つづき）  

（2－1） ご意見を提出される点  （※ 4閲  
なお、複数の項目についてご意見をいただける場合は、それぞれの項目に  
ついてシートを分けてご記入ください。）  

（2－2）上記項目に対するご意見  
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「平成20年度診療報酬改定に係る検討状況について（現時点の骨子）」項目一覧  

緊急課題 産科や小児科をはじめとする病院勤務医の負担の軽減  

項月番号   内  容   

産科＝小児科への重点評価について   

2   診療所・病院の役割分担等について   

3   病院勤務医の事務負担の軽減について   

4   救急医療対策について   

Ⅰ患者から見て分かりやすく、患者の生活の質（QOL）を高める医療を実現する  

視点  
内′ 容   項目番号  

l－1   医療の内容の情報提供について   

Ⅰ－2   分かりやすい診療報酬体系等について   

Ⅰ－3   生活を重視した医療l±っいて   

Ⅰ－4   保険薬局の機能強化について   

Ⅱ 質の高い医療を効率的に提供するために医療機能の分化・連携を推進する視点  

項目番号   内  容   

Ⅱ－1   質が高い効率的な入院医療の推進に 
． 

Ⅱ－2   質の評価手法の検討について   

Ⅱ－3   医療ニーズに着目した評価について   

Ⅱ－4   在宅医療の推進について   

Ⅱ－5   精神障害者の療養生活支援について   

Ⅱ－6   歯科医療の充実について   

Ⅱ－7   調剤報酬の見直しについて   

Ⅲ 我が国の医療の中で今後重点的に対応していくべきと思われる領域の評価の在   

り方について検討する視点  

項目番号   内  容   

Ⅱ【－1   がん医療の推進について   

Ⅲ－2   脳卒中対策について   

Ⅲ⊥3   自殺対策・子どもの心の対策について   

Ⅲ－4   医療安全の推進と新しい技術等の評価について   

Ⅲ－5   イノベーション等の評価について   

Ⅲ－6   オンライン化・IT化の促進について   
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Ⅳ 医療費の配分の中で効率化余地があると思われる領域の評価の在り方について   

検討する視点  

項目番号   内  容   

Ⅳ－1   新しい技術への置換えについて   

Ⅳ－2   後発医薬品の使用促進等について   

Ⅳ－3   市場実勢価格の反映について   

Ⅳ－4   医療ニーズに着目した評価について   

Ⅳ－5   その他効率化や適正化すべき項目について   

Ⅴ 後期高齢者医療制度に係る診療報酬について  

項目番号   内  容   

Ⅴ－1   入院医療について   

Ⅴ－2   在宅医療について   

Ⅴ－3   外来医療について   

Ⅴ－4   終末期医療について   

（∋   



中医協 総－4  

20． 1．18  

中医協公聴会の開催について   

1 目 的  
平成20年度診療報酬改定に当たり、医療の現場や患者等国民の声を   

反映させるため、中医協委員が国民の声を聴く機会を設定することを   

目的として公聴会を開催することとする。   

2 会議名  
第000回中央社会保険医療協議会総会（公聴会）   

3 開催日時  
平成20年1月25日（金） 13時00分～15時00分   

4 開催場所  
前橋市民文化会館 小ホール（群馬県前橋市両町3－62－1）   

5 出席者   

・中医協委員（総会委員）、保険局長、審議官   
・公募による意見発表希望者の中から公益委員が選定した意見発表  

者（10名程度）   

6 議 事  
一関会・会長挨拶  

t開催趣旨、経緯等説明   
・平成20年度診療報酬改定に係る検討状況について（資料説明）   

・中医協委員による意見発表   
・意見発表者による意見発表   

・会長総括・閉会   

7 意見発表者及び傍聴者の募集   
・厚生労働省ホームページ等により開催を告知し、意見発表者及び  

傍聴者を募集   

・事前申込制とし、傍聴希望者ー；対して入場整理券を交付   

8 その他   

・会議は公開とし、報道機関等による撮影は、中医協委員による意  
見発表まで可とする。   


